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１．事前準備 

日ごろからの備えとして、各種防災情報の入手方法、避難所、避難経路、持

出品について、家族全員で話し合いましょう。 

① 避難所の確認 

避難が必要になった場合は、迅速かつ安全に避難する必要があります。あら

かじめ近くの避難所を確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

   

２．警戒期 

① 情報の収集 

資料編で紹介する方法で、大雨に関する情報を入手してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意すべき情報 

大雨注意報・警報 

大雨による災害の恐れがある場合に「大雨注意報」を、大雨によって

重大な災害発生の恐れがある場合に「大雨警報（土砂災害）」「大雨警報

（浸水害）」を市町村単位で発表します。 

 

 土砂災害警戒情報 

大雨注意報・警報発表後、さらに土砂災害の危険性が高まった時に 

「土砂災害警戒情報」を市町村単位で発表します。 

 

 
前兆現象 

「土石流」や「がけ崩れ」が発生する前には、様々な 

「前兆現象」が発生するといわれています。 

「川の濁り・流木」「雨がたくさん降っているのに川の水が少ない」 

「がけから小石がたくさん落ちてくる」「山の斜面から水が出たり、 

ひびが入る」などです。これらの異常な現象に気づいたらすぐに市役所

等に情報提供し、早めの避難を心掛けてください。 

 

 

風 

水 

害 

 

 

素早く避難できること 近くの避難所を選びましょう。 

安全に避難できること 
浸水想定区域や土砂災害危険区域を 

通らない避難所を選びましょう。 
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② 避難準備・高齢者等避難開始 

大雨に関する情報から危険が予想される場合、または市から「避難準備・

高齢者等避難開始」が発令された場合は、避難場所、避難経路を再度確認し、

持出品の準備など、避難するための準備をしましょう。特に、要配慮者（高

齢の方、障害のある方、乳幼児など）は避難に時間がかかるため、早めの判

断により、この時点で避難を始めることも考えましょう。 

 

３．災害発生期 

① 避難 

   大雨に関する情報から危険が予想される場合、または市から避難勧告・ 

避難指示（緊急）が発令された場合は、避難をしましょう。 

  

 避難勧告とは ⇒ 居住者に避難を進め促すものです 

 避難指示(緊急)とは ⇒ 被害の危険が切迫したときに発せられるもので

「勧告」より拘束力が強くなります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全に避難するために 

土砂災害は、大雨で地盤がゆるむことで発生します。 

一般的に、連続雨量１００ミリ、１時間雨量２０ミリの雨で注意が必要です。 

災害が発生する前の「前兆現象」が見られることも多いといわれます。 

特に「土砂災害警戒情報」が発表された場合は、危険性が高くなっている状

態ですので、対象地域の方は気象情報等に十分注意してください。 

「避難準備・高齢者等避難開始」が発令される前でも、身の危険を感じた時

は自主的に避難しましょう。その場合は、避難する前に市役所（代表：８２-

７１１１）へ連絡してください。 

「避難勧告」や「避難指示（緊急）」が発令されたら、周囲の人にも声をかけ、

地域全員ですみやかに安全な場所へ避難しましょう。 

避難所までが遠くて危険だ、あまりにも時間がない、すでにひざ以上の浸水

が起きていると判断される場合は、自宅の２階や身近にある頑丈な建物内の

高い場所など、浸水・土砂の流入の恐れが少ない場所にいた方が安全な場合

もあります。逃げ遅れることのないよう、早めの避難行動を起こしましょう。 

風 

水 

害 

正しい判断と早めの行動が重要です 
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１．事前準備 

日ごろからの備えとして、各種防災情報の入手方法、避難場所、避難経路、

持出品について、家族全員で話し合いましょう。 

① 避難所の確認 

避難が必要になった場合は、迅速かつ安全に避難する必要があります。 

あらかじめ近くの一時集合場所や避難場所を確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

   

 

２．警戒期（南海トラフによる巨大地震場合） 

①南海トラフ地震に関する情報 

 

 

 

 

 

 

 

② 避難準備・高齢者等避難開始 

地震に関する情報から危険が予想される場合、または市から「避難準備・

高齢者等避難開始」が発令された場合は、避難場所、避難経路を再度確認し、

持出品の準備など、避難するための準備をしましょう。特に、要配慮者（高

齢の方、障害のある方、乳幼児など）は避難に時間がかかるため、早めの判

断により、この時点で避難を始めることも考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

地

震

災

害 

安全に避難できること 
がけ崩れの起きそうな場所や、木

造家屋の密集している道路は避け

ましょう。 

南海トラフ地震に関する情報(臨時) 

観測データに通常とは異なる変化が観測された場合に発表される 

情報です。その変化の原因についての調査の状況を発 

表します。防災対応は特にありません。ＴＶ・ラジオ 

等の情報に注意して、平常通りお過ごしください。 

 
 

 

素早く避難できること 一時（いっとき）集合場所を選びましょう。 
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３．災害発生期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震が起きたら ３－３－３－３ 

地震だ！ 

３秒 

みんなは無事か？ 

３時間 

復旧に向けて 

３日 

●落ち着いて 

●とにかく身を守る 

（丈夫なものの下に隠れる） 

●無理して火を消そうとしない 

●あわてて出口へ走り出さない 

●火元を確認 

●家族は大丈夫か 

●ＴＶ・ラジオをつける 

●くつ・スリッパをはく 

●余震に注意 

●看板、瓦、ガラスの落下に注意 

●出火していたら、周りの人を呼んで初期消火する 

●電気のブレーカーを切る 

●ガスの元栓も閉める 

●一時集合場所へ 

●逃げるときは車を使わない 

●水と食料はできるだけ自分たちでまかなう 

●正しい情報を手に入れる 

●家を離れるときは連絡先・避難先を表示しておく 

●壊れた家には入らない 

●近隣で協力、助け合う 

地

震

災

害 

 

 

 

揺れがおさまった 

３分 
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災害から身を守るためには、正確な情報を早く入手することから始まります。 

災害時には広報車による広報に十分注意してください。 

ここでは、災害発生前後に情報を入手するために有効な 

方法を紹介します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースや番組の途中で流れる緊急気象情報、緊急地

震速報に注意しましょう。 

災害に関する情報を入手した場合、各地域の詳細な情

報などは、下記の方法を用いてさらに詳しい情報を入手

しましょう。 

ラジオサンキュー（８４．５MHz）では、瀬戸市の避

難に関する情報や、緊急にお知らせしなければならない

情報を放送します。 

 瀬戸市防災ラジオは緊急防災情報の放送時に自動で

スイッチが入り、内容を聞くことができます。 

瀬戸市ホームページや避難情報等を配信するほか、

国、県、民間企業から、降雨量や河川水位、地震などの

防災に関する情報が数多く配信されています。 

これらの情報は、インターネットの他に携帯電話専用

サイトでも閲覧することができます。 

このような情報配信サイトを“お気に入り”に登録し、

いつでも素早く閲覧できるようにしましょう。 

携帯電話の「瀬戸市安全安心メール」で、防災・防犯

情報を入手することができます。登録は無料です。 

seto@sg-m.jp に空メールを送信すると、登録用ペー

ジを電子メールでご案内します。 

テレビ 

ラジオ 

パソコン 

携帯電話 

各種防災情報の入手方法 

資 

料 

編 
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◎市からの避難情報に基づいて避難します。その時の判断により自主避難も 

考えてください。 

◎ＴＶ、ラジオなどの気象情報、防災情報に注意しましょう 

◎はき物は長靴より、動きやすい運動靴をはきましょう。 

◎避難経路は、できる限り高い道路を選びましょう。 

◎自動車での避難は、緊急車両の通行の妨げになりますので、 

特別の場合を除き控えましょう。 

◎２人以上の行動を心がけ、近所のお年寄りや子供、病気の 

人の避難に協力しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 

料 

編 

避難時の心得 

非常持出品の確認 

チェックしてみましょう 

 

 

基本的なもの 

□非常食（３日分以上） 

□箸、皿、コップなどの食器類  

※食料や電池などは年に３、４回は期限などをチェックしましょう  

□貴重品  

□万能ナイフ  

□水（１人１日３Ｌを３日分以上）  

□ろうそく  

□肌着 □雨具 

□軍手 

□タオル 

□救急医薬品  

□懐中電灯  

□携帯ラジオ  

□現金（小銭も）  

□ライター、マッチ  

□ウェットティッシュ  □トイレットペーパー  □ティッシュペーパー  

□ビニール袋  □携帯用トイレ  

自分や家族に必要なもの 

□赤ちゃん用品（紙おむつ、粉ミルク、哺乳瓶、おもちゃなど）  

□高齢者の方で生活に欠かせないもの（義歯ケース、補聴器、老眼鏡など）  

季節によって必要なもの（暑さ、寒さ対策） 
□使い捨てカイロ  □膝かけ、毛布  □扇子（うちわ）  □マスク 

通常ある事が当たり前になっているものは忘れがちです 

□携帯電話の充電器  □歯ブラシなどの洗面用具  

□コンタクトレンズ・ケア用品  □筆記用具  
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わが家の防災マップ 
＜記載しておきたいこと＞ 

・一時（いっとき）集合場所・避難所 ・避難経路 

・危ない場所（ガケ、橋、川など） 

・避難所 ・避難経路  

 

一時（いっとき） 

集合場所 


